
遅かった梅雨明けの後、３６度を超える連日の暑さの中でも各地区でサポート事業が展開されて

子どもたちのたくさんの笑顔を見ることができました。

９月の台風の通過後の猛烈な暑さを乗り越え、やっと秋らしい風が感じられるようになりました。

この秋も学校応援団活動や地域の特色を生かした事業がたくさん計画されています。サポート委

員やボランティアの皆さんのお力により、各地区で子どもたちにとって実りの秋となることを切に

願います。地域の皆さまどうぞよろしくお願いいたします。

この号では、７月以降に行われた各地区の取組と研修会の様子、また１２月までの各地区の事業

を紹介いたします。

携事業」）

＜川越子どもサポート新聞＞NO.４８

令和元年１０月

川越市教育委員会地域教育支援課

令和元年８月２６日（月）川越市大東公民館の多目的ホールにおいて、研修会を開催し

ました。各小・中学校の先生方や各地区のサポート委員会、公民館から合計７２名の参加

がありました。

まず、講演の部は、「新学習指導要領を踏まえた学校・家庭・地域の連携」という演題

で、昨年度に引き続き、国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官の志々田まな

み先生のお話を伺いました。内容は、令和２年度から順次全面実施される新学習指導要領

のキーワード「主体的学び」「対話的学び」「深い学び（探究）」を子どもたちに身に着け

させるためには、支援から協働へという体制づくりが大切です。協働とは、コラボレイテ

ィングであり、学校とともにある地域づくりを推進することです。協働する力を育む機会

として、グループで問題解決をすることが効果的です。

後半は、地区ごとにグループを組み、学校と地域の

方々で熟議です。地域・学校からよく聞く質問や悩み

の例をもとに、ランキングしながら、解決策を話し合

いました。まさに、協働する力を育むことを体験しあ

いました。学校の教育力と地域の教育力のコラボレー

ションを大切にしていきたいものです。

只今、子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」の作品を募集中です。地域のよさやす

ばらしさを作文や絵画、新聞に表現して皆さんに紹介した作品が、続々と届いています。応募

の内容は以下のとおりです。作品の〆切は１０月３１日（木）までです。

（１）作文の部・・・Ｂ４版４００字詰め原稿用紙３枚以内

（２）絵画の部・・・四つ切り画用紙、縦・横は自由

（３）新聞の部・・・Ｂ４版・縦長１枚、画用紙等はＢ４の大きさに切る。写真等を用いる

のは可とするが、写真のみの作品は不可。パソコン等での作成も可。

応募された作品を部門ごとに小学校低学年の部（小１～小３）と小学校高学年の部（小４

～小６）、中学生の部に分けて審査をしていきます。

入選作品 令和２年２月８日(土） 川越子どもサポート発表会会場（やまぶき会館）

全応募作品 令和２年２月２０日（木）～２月２４日（月・祝） 川越市立美術館

『子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」展示会』

子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」募集中！

中央北地区 ８月２日（金）、８月７日（水）の２日間、北公民館で

「寺子屋教室」がありました。延べ約３３０名の小学生が読書感想文、

絵画、工作、習字、算数等の学習に取り組みました。サポート委員会、

公民館登録団体、小学校の先生方、大学生、高校生、中学生の協力を

受け実施されました。

芳野地区 ７月３１日（水）、８月６日（火）、芳野公民館で「寺子屋芳

野っ子」が開かれ、延べ８３名の小学生が参加しました。地域の方々や

中学生のボランティアによる夏休みの宿題、絵画、読書感想文、書道の

指導と映画上映会等の「お楽しみの時間」も合わせて好評でした。

大東地区 ８月７日（水）、８日(木）の２日間、大東公民館を会場にサ

ポート委員会の支援をうけて、「夏休み寺子屋大東教室」が開催されまし

た。子どもたちは家から持参した国語、算数、社会、理科の問題を解い

たり、習字の作品を完成させたりしていました。

福原地区 福原公民館で、福原地域会議と共催で「夏休み勉強会」を開

きました。読書感想文や絵画、夏休みの課題を持ち寄り学習しました。

夏休みの子どもたちの居場所づくりとして始めて、試行的実施２年目は、

２日間で延べ４１名の小学生が参加しました。

≪夏休みの宿題や学習をサポート≫

「寺子屋教室」「サマースクール」等を紹介します

夏のサポート事業も笑顔がいっぱい

「学校・家庭・地域の連携」に関わる研修会を開催しました



川鶴地区 防災キャンプ ～避難所体験～

８月２４日（土）～２５日(日）に川越西小学校で、防災キャンプが

実施されました。サポート委員やＰＴＡの方々、小中学校の先生方、

ボランティアの中学生、保健師の方や地域の方々に、見守られながら

体育館でアルファ米を食べたり宿泊したりして、貴重な体験でした。

山田地区 稲刈り
９月６日（金）に、山田中学校１年生が稲刈りをしました。５月に

植えた苗が、すくすくと育ち実りました。サポート委員の支援で、刈

り取った稲をしばり、次々と矢来棒（やらいぼう）にかけていきます。

脱穀したあとの藁は、学校ファームで活用します。また、米は収穫祭

のときには、たくさんのおにぎりになります。

古谷地区 ボクササイズに挑戦

７月１３日（土）古谷公民館で土曜日教室「はらっぱ」の活動があ

りました。今回はボクササイズを体験しました。講師の先生の説明を

受け、正しい姿勢と腕の動きを練習し、パンチを打ちました。スパン

スパンという良い音を立ててヒットすると、すがすがしい気持ちにな

りました。

霞ケ関北地区「地域ふれあい体験講座」で白鷺祭を支援

９月１３日（金）霞ケ関東中学校の白鷺祭において、サポート委員

会の協力で体験講座が開催されました。琴、ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ、華道、茶道、

伝承折り紙、ｳｯﾄﾞﾊﾞｰﾆﾝｸﾞｱｰﾄ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ等、１５種類の体験に分

かれて挑戦しました。大勢の地域の方々が、教えてくれたことに感謝

しながら発表しあいました。

霞ケ関地区 虫捕りと消防署見学の安全確認を支援

９月４日（水）霞ケ関南小学校１・２年生が、安比奈親水公園の広

場で虫を捕りました。学校からの行き帰りの道路での安全確認と公園

での見守りを行いました。虫の捕まえ方のアドバイスもしてもらい、

子どもたちはバッタやトンボをたくさん見つけることができました。

９月６日（金）には、同じく霞ケ関南小学校４年生が、川越西消防

署見学にいきました。片道約４０分間の道の安全を見守りました。

学校応援団活動と地域の特色を生かした様々な活動
１０～１２月のサポート事業を紹介します。見学・参加・体験したい方は、どうぞお出

かけください。その際は、地域教育支援課にご一報ください。（224-6086)

１０月 地区名・事業名 時 間 帯 会 場 備 考

５日（土） 山田地区

子どもｻﾎﾟｰﾄ活報動告展

11:00

～15:00

北部地域

ふれあいセンター

６日（日） 霞ケ関地区

かすみ子どもまつり
10:00

～14:00

霞ケ関公民館

霞ケ関小運動場

６日（日） 芳野地区 作品展覧会 10:00～14:00 芳野小学校体育館 地区体育祭

と同時開催１２日（土）

１３日（日）

古谷地区

子どもサポート作品展

9:30～15:00

9:30～14:00

古谷小学校

体育館

２０日（日） 福原地区 山車曳き体験 13:00～16:30 中原町

２７日（日） 中央北地区

川越城の跡を探そう
10:00

～12:00

川越小学校の周辺

２７日（日） 名細地区 けやきの郷農業

体験（さつまいも収穫祭）

10:00

～12:00

けやきの郷の畑

１１月 地区名・事業名 時間帯 会 場 備 考

２日（土） 霞ケ関地区 霞ケ関の話を聞く会 10:30～12:30 霞ケ関小学校 土曜日参観

２日（土） 大東地区 子どもﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 9:30～11:30 大東公民館

９日（土） 福原地区 ふくはらまつり 8:30～13:00 福原小学校 こどもまつり

９日（土） 中央南地区 地域ふれあいまつり 9:30～12:00 新宿小学校

９日（土） 芳野地区 芳野公民館まつり 12:00～14:00 芳野公民館

９日（土） 名細地区 こもれびの森たんけん隊 13:30～15:30 東洋大学

１６日（土） 霞ケ関北地区 子どもﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 9:00～11:40 伊勢原公民館

１７日（日） 中央地区 青空児遊館 10:00～12:00 中央小学校

１７日（日）
南古谷地区 防災キャンプ

8:30～16:00 東部地域

ふれあいｾﾝﾀｰ

青少年を育て

る南古谷地区

会議主催

２４日（日） 中央地区 青空児遊館 10:00～12:00 仙波小学校

２４日（日） 名細地区 小江戸ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ応援団 9:00～11:00 鯨井中学校周辺

３０日（土） 川鶴地区 子サポ祭り 9:00～13:30 川越西中学校

１２月 地区名・事業名 時間帯 会 場 備考

８日（日） 中央地区 民話の里 9:00～12:00 仙波小学校周辺

１４日（土） 霞ケ関地区 地域啓発講演会 10:00～11:30 霞ケ関公民館 郷土史

８日（日）

１５日（日）

中央北地区 料理教室 9:00～12:00 北公民館

調理実習室




